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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
電動送風機と、集塵容器本体とこの集塵容器本体の後方開口部に装着されるフィルターユ
ニットとを有する集塵容器と、前記電動送風機に連通すると共に前記集塵容器が着脱自在
に装着される集塵容器収納部と、前記集塵容器内に配され捕集された前記塵埃を圧縮する
圧縮手段と、前記圧縮手段を駆動する駆動手段と、前記駆動手段に加わる負荷量を検出す
る負荷量検出手段と、前記フィルターユニットの下流側に設けられフィルター面に付着し
た塵埃を除塵する除塵手段と、前記除塵手段を駆動する第２の駆動手段とを備え、
前記圧縮手段が塵埃の圧縮動作を開始すると同時に前記除塵手段があらかじめ設定した時
間内で動作すると共に、前記圧縮手段で前記塵埃を圧縮しているときに、前記負荷量検出
手段が所定の負荷量を検出すると、前記圧縮手段を後退させるようにした電気掃除機。
【請求項２】
駆動手段を集塵容器収納部の一部に設けた請求項１に記載の電気掃除機。
【請求項３】
第２の駆動手段を集塵容器収納部の一部に設けた請求項１又は２に記載の電気掃除機。
【請求項４】
駆動手段と第２の駆動手段を共用した請求項１～３のいずれか１項に記載の電気掃除機。
【請求項５】
圧縮手段及び／又は除塵手段を手動でも駆動できるようにした請求項１～４のいずれか１
項に記載の電気掃除機。
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【請求項６】
圧縮手段及び／又は除塵手段の駆動を、駆動手段と、第２の駆動手段による駆動と手動に
よる駆動を選択的に行なえるようにした請求項５に記載の電気掃除機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気掃除機に関するもので、特に、捕集された塵埃を圧縮する機構を有する
電気掃除機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のこの種の電気掃除機として、集塵ケース内の塵埃を圧縮する圧縮板が往復動自在
に取り付けられた掃除機本体と、前記掃除機本体を載置状態で支える収納ケースと、前記
集塵ケースから下方に突出する作動体とを設け、前記掃除機本体を収納ケースに載置する
都度に、前記作動体を前記収納ケースに干渉させて動作させ、その動作力を伝達機構によ
り圧縮板に伝えて掃除後にゴミを圧縮し、さらに前記伝達機構にクラッチを設けて、作動
体の動作に関係なく手動でも圧縮板を操作できるようにしたものがある（例えば、特許文
献１参照）。
【０００３】
　しかしながら、上記特許文献１に記載された従来の電気掃除機の構成では、集塵ケース
内の塵埃を圧縮したいとき、重い掃除機本体を収納ケースにわざわざ載置しなければなら
ず使用勝手が悪かった。また、掃除機本体を収納ケースに載置する際、ゆっくり載置した
場合と、勢い良く載置した場合とで、ゴミの圧縮具合が変わり、圧縮が不安定で、また圧
縮が不十分になるという課題があった。又、集塵ケース内のゴミの堆積量が多くなるにつ
れ、圧縮板の下方への移動距離が減ってくるにもかかわらず、掃除機本体を収納ケースに
載置したときの作動体の移動代が変わらないので、圧縮板に無理な力が加わり、集塵ケー
スが破損したり、変形するなどの問題があった。
【０００４】
　そこで、上記問題を解決するために、電動送風機が内蔵された本体ケースに着脱自在に
取り付けられ、集塵室とフィルター装置を有する集塵ケースと、前記集塵室内に集塵され
た塵埃を圧縮する圧縮装置と、指の力や小型モータなどを駆動源とし、前記圧縮装置を伝
達装置を介して動作させる駆動部と、前記駆動部による前記圧縮装置の圧縮動作が重くな
った時に、前記駆動部と前記圧縮装置との連結を解除する解除機構とを設け、前記集塵室
内の塵埃が一杯になってきて、圧縮装置の動作が重くなったときに、前記駆動部と前記圧
縮装置との連結を解除することにより、フィルター装置に無理な力が加わってそれを変形
させたり、駆動部に過負荷が加わり小型モータが焼損するのを防止するようにしたものが
ある（例えば、特許文献２参照）。
【特許文献１】特公昭６４－４７７６号公報
【特許文献２】特公昭５８－２２６８３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献２に記載された電気掃除機の構成では、駆動部と圧縮装置
との連結を解除する解除機構は、機械的な構成となっているため、集塵ケース内の塵埃が
多くなってくると、塵埃の圧縮動作の都度、解除機構を形成する一対のクラッチ間ですべ
りが発生するので、耐久性が悪く、又すべり音が大きく非常に使用勝手の悪いものであっ
た。
【０００６】
　本発明は、前記従来の課題を解決するもので、常に安定した圧縮力で塵埃を圧縮するこ
とが出来ると共に、耐久性に優れ且つ、圧縮時の動作音の低い電気掃除機を提供すること
を目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記従来の課題を解決するために、本発明の電気掃除機は、電動送風機と、集塵容器本
体とこの集塵容器本体の後方開口部に装着されるフィルターユニットとを有する集塵容器
と、前記電動送風機に連通すると共に前記集塵容器が着脱自在に装着される集塵容器収納
部と、前記集塵容器内に配され捕集された前記塵埃を圧縮する圧縮手段と、前記圧縮手段
を駆動する駆動手段と、前記駆動手段に加わる負荷量を検出する負荷量検出手段と、前記
フィルターユニットの下流側に設けられフィルター面に付着した塵埃を除塵する除塵手段
と、前記除塵手段を駆動する第２の駆動手段とを備え、前記圧縮手段が塵埃の圧縮動作を
開始すると同時に前記除塵手段があらかじめ設定した時間内で動作すると共に、前記圧縮
手段で前記塵埃を圧縮しているときに、前記負荷量検出手段が所定の負荷量を検出すると
、前記圧縮手段を後退させるようにしたもので、集塵容器内の塵埃の多少にかかわらず常
に一定の力で塵埃を圧縮できるので、塵埃の圧縮が不十分になったり、圧縮の際の力が強
すぎて、集塵容器が破損したり変形することも無く、また、クラッチ機構のような機械的
な解除機構を使用していないので、耐久性に優れ且つ、圧縮時の動作音を低くすることが
できるとともに、フィルター除塵においても塵埃の圧縮動作開始と同時に、フィルターユ
ニットのフィルター面に付着した細塵をフィルターユニットの下流側に設けた除塵手段で
ふるい落とし、フィルターの濾過性能を復活させることができる電気掃除機を提供するこ
とができる。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の電気掃除機は、常に安定した圧縮力で塵埃を圧縮することが出来ると共に、耐
久性に優れ且つ、圧縮時の動作音が低く、またフィルターの濾過性能を復活させることが
できる使用勝手のよいものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　第１の発明は、電動送風機と、集塵容器本体とこの集塵容器本体の後方開口部に装着さ
れるフィルターユニットとを有する集塵容器と、前記電動送風機に連通すると共に前記集
塵容器が着脱自在に装着される集塵容器収納部と、前記集塵容器内に配され捕集された前
記塵埃を圧縮する圧縮手段と、前記圧縮手段を駆動する駆動手段と、前記駆動手段に加わ
る負荷量を検出する負荷量検出手段と、前記フィルターユニットの下流側に設けられフィ
ルター面に付着した塵埃を除塵する除塵手段と、前記除塵手段を駆動する第２の駆動手段
とを備え、前記圧縮手段が塵埃の圧縮動作を開始すると同時に前記除塵手段があらかじめ
設定した時間内で動作すると共に、前記圧縮手段で前記塵埃を圧縮しているときに、前記
負荷量検出手段が所定の負荷量を検出すると、前記圧縮手段を後退させるようにしたもの
で、集塵容器内の塵埃の多少にかかわらず常に一定の力で塵埃を圧縮できるので、塵埃の
圧縮が不十分になったり、圧縮の際の力が強すぎて、集塵容器が破損したり変形すること
も無く、また、クラッチ機構のような機械的な解除機構を使用していないので、耐久性に
優れ且つ、圧縮時の動作音を低くすることができるとともに、フィルター除塵においても
塵埃の圧縮動作開始と同時に、フィルターユニットのフィルター面に付着した細塵をフィ
ルターユニットの下流側に設けた除塵手段でふるい落とし、フィルターの濾過性能を復活
させることができる電気掃除機を提供することができる。
【００１０】
　第２の発明は、特に、第１の発明の駆動手段を集塵容器収納部の一部に設けたもので、
集塵容器を軽量、コンパクトに形成できるようになり、集塵容器の持ち運び、取り扱いが
極めて容易になる。
【００１１】
　第３の発明は、特に、第１又は第２の発明の第２の駆動手段を集塵容器収納部の一部に
設けたもので、適宜除塵手段で、フィルターを除塵することにより、フィルターの濾過性
能を復活させることができるとともに、集塵容器を軽量、コンパクトに形成して、持ち運
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び、取り扱いを容易にすることができる。
【００１２】
　第４の発明は、特に、第１～３のいずれか一つの発明の駆動手段と第２の駆動手段を共
用したもので、部品点数が削減されるので、コストや組み立て工数を削減し安価な電気掃
除機を提供することができる。
【００１３】
　第５の発明は、特に、第１～４のいずれか１つの発明の圧縮手段及び／又は除塵手段を
手動でも駆動できるようにしたもので、集塵容器内の塵埃を廃棄する際に、塵埃の圧縮が
不十分で塵埃が落下し難かったり、フィルターに付着した細塵の取れ具合が不十分なとき
、手動でそれらを駆動することで、確実に塵埃を圧縮し、廃棄することが出来る。
【００１４】
　第６の発明は、特に、第５の発明の圧縮手段及び／又は除塵手段の駆動を、駆動手段と
、第２の駆動手段による駆動と手動による駆動を選択的に行なえるようにしたもので、使
用勝手の良い電気掃除機を提供することが出来る。
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施の
形態によって本発明が限定されるものではない。
【００１６】
　（実施の形態１）
　本発明の第１の実施の形態における電気掃除機について、図１～図７を用いて説明する
。図１は、本実施の形態における電気掃除機の全体斜視図、図２は、同電気掃除機の側断
面図である。
【００１７】
　図１、２において、掃除機本体１は、後部に電動送風機２を内蔵した電動送風機室３が
配され、前部に、塵埃を分離捕集する集塵容器４を着脱自在に収納する集塵容器収納部５
が配され、後方下部の両側に１対の走行用の車輪６が回転自在に取付けられ、底面前部に
は、同じく走行用のキャスター７が取付けられている。掃除機本体１の前部には、ホース
８の一端に設けた接続パイプ９が着脱自在に接続される吸気口１０が設けられている。
【００１８】
　ホース８の他端には、掃除の際に握ると共に掃除機本体１の運転を操作するための操作
部１１ａを有する把手１１を備えた先端パイプ１２が設けられている。
【００１９】
　１３は、伸縮自在或いは継ぎ自在の延長管で、下流側端部が前記先端パイプ１２に着脱
自在に接続され、他端は、塵埃掻き上げ用の回転ブラシ１４とその回転ブラシ１４を回転
駆動するモータ１５を内蔵した吸込み具１６に着脱自在に接続される。
【００２０】
　１７は、弾性材料で成形され掃除機本体１の前部から両側にかけて延設されたバンパー
で、掃除機本体１の走行時に、掃除機本体１が家具、柱などに衝突してもそれらに傷を付
けないようにするためのものである。
【００２１】
　１８は、掃除機本体１を持ち運ぶ際に立てて使用する本体ハンドルで、掃除機本体１の
重心を通る垂直線上に回動中心が位置するように掃除機本体１の上部に回動自在に取付け
られている。
【００２２】
　１９は、集塵容器４の持ち運び用の容器ハンドルで、集塵容器４を持ち運ぶ時や、掃除
機本体１の集塵容器収納部５から取り外す時に握るものである。掃除機本体１の外郭は、
後方に電動送風機２を収納する電動送風機室３を形成した下ボデー１ａと上ボデー１ｂか
ら構成されている。
【００２３】
　電動送風機２の前部は、弾性体よりなるサポート前２０で、後部は、同じく弾性材料か
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らなるサポートウシロ２１で、電動送風機室３内に支持されている。２２は、電動送風機
室３と集塵容器収納部５とを仕切る隔壁で、略中央に電動送風機２の吸入開口２ａと連通
する格子状の隔壁開口部２３が設けられ、その隔壁開口部２３は、集塵容器収納部５側か
ら三次フィルター２４で覆われている。２５は、掃除機本体１に電源を供給する電源コー
ドで先端に電源プラグ２５ａが接続されている。
【００２４】
　掃除機本体１の吸気口１０の後方には、集塵容器４を集塵容器収納部５に装着したとき
に、集塵容器４の前部に密着するパッキン２９が設けられている。
【００２５】
　次に、集塵容器４の構成について図３～６を用いて説明する。図３は、集塵容器の一部
欠載斜視図、図４は、同集塵容器の断面図、図５は、同集塵容器と集塵容器収納部の斜視
図、図６は、同集塵容器の裏面斜視図である。
【００２６】
　図３～６において、集塵容器４は、集塵容器本体２７と、集塵容器本体２７の後方開口
部に着脱自在に装着されるフィルターユニット２８から構成されている。
【００２７】
　集塵容器本体２７の前部には、集塵容器４を掃除機本体１の集塵容器収納部５に装着し
た時に、掃除機本体１の吸気口１０の後方に設けたパッキン２９に気密に圧接し連通する
吸入口Ａ３０が設けられている。集塵容器本体２７は、さらに、吸入口Ａ３０に直接連通
すると共に粗塵を捕集する粗塵室３１と、粗塵室３１を通過した吸引風に含まれた細塵を
捕集するフィルターユニット２８から離脱した細塵を収納する細塵室３２と、前記粗塵室
３１と細塵室３２の下部開口３９を覆うと共に後方端部が集塵容器本体２７に回動自在に
軸支された蓋体３３を備えている。
【００２８】
　蓋体３３は、コイルバネ３４により開成方向に付勢されており、通常は集塵容器本体２
７に設けた尾錠３５でその前部が保持されて、下部開口３９を閉じているが、容器ハンド
ル１９の前部に設けた操作部３６を押すと、それに連結された連結棒３７を介して尾錠３
５が外方に移動して、蓋体３３の前部から外れ、蓋体３３がコイルバネ３４の付勢力で開
くようになっている。なお、５３は、バネ材で、操作部３６を常時上方に付勢するための
ものである。
【００２９】
　粗塵室３１は、吸入口Ａ３０と連通する粗塵室開口部３１ａを有する共に、その粗塵室
開口部３１ａ部分を除く全内周壁（４側壁）は、下部開口３９に向かって次第に広がる傾
斜面４０を有する一次フィルターＡ４２で形成されている。
【００３０】
　叉、粗塵室３１の上部には、上下動自在の連結棒Ａ４１の下端に固着されると共に、一
次フィルターＢ４３を有した圧縮板４４が配されている。この圧縮板４４は、粗塵室３１
内に捕集された塵埃を押さえつけて圧縮する圧縮手段となるものである。連結棒Ａ４１の
上端には、略Ｌ字状のスライダー４６の一端が固着されている。スライダー４６の上下方
向の側部にはラックギヤ４６ａが形成されている。４７は、連結棒Ａ４１を常時上方に、
すなわち圧縮板４４を常時上方に付勢する弾性部材からなるスライダーバネである。
【００３１】
　５４は、集塵容器４の側部に回転自在に支持された駆動軸で、後端にギヤＢ５４ａを有
し、さらに、ギヤＡ２８ｂに噛み合うギヤＣ５４ｂと、ギヤ群５５を介してラックギヤ４
６ａに動力を伝達するためのギヤＤ５４ｃを備えている。
【００３２】
　一方、掃除機本体１の隔壁２２には、集塵容器４を集塵容器収納部５に装着したときに
、ギヤＢ５４ａが噛み合うと共に、駆動手段である圧縮駆動モータ６２で回転駆動される
ギヤＥ５６を収納するギヤ収納部５７が設けられている。
【００３３】
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　フィルターユニット２８は、図６に示すように、枠体４８と、プリーツ折りされ、その
プリーツ目を縦方向にして枠体４８に設けられた二次フィルター４９と、横方向に摺動自
在に設けられ除塵手段である弾き体２８ａと、フィルターユニット２８の側部に回転自在
に設けられたギヤＡ２８ｂと、前記ギヤＡ２８ｂの外周部と弾き体２８ａの一部とを連結
する連結棒Ｂ２８ｃとから構成されている。さらに、弾き体２８ａの二次フィルター４９
と対向する面には、プリーツ折りされた二次フィルター４９の各山折り部４９ａに当接す
る突起（図示せず）が設けられている。
【００３４】
　上記構成により、ギヤＡ２８ｂを回転させると、連結棒Ｂ２８ｃを介して連結された弾
き体２８ａが左右に往復移動すると共に、その間に、弾き体２８ａに設けた突起が、二次
フィルター４９の山折り部４９ａを弾き、その時の振動やショックで、二次フィルター４
９の裏面（粗塵室３１側の面）に付着した細塵がふるい落とされ、細塵室３２に溜まると
共に、二次フィルター４９の濾過性能が復活するようになっている。
【００３５】
　フィルターユニット２８の枠体４８の下流側端部には、全周に渡ってリップ５１が、一
体叉は一体的に形成され、集塵容器４を集塵容器収納部５に装着した時に、そのリップ５
１が掃除機本体１の隔壁２２の集塵容器収納部５側の面に圧接され、電動送風機２の運転
時に外気が吸引されないようになっている。
【００３６】
　フィルターユニット２８の前面５２は、フィルターユニット２８を集塵容器本体２７に
装着した時に、粗塵室３１の後方開口部３１ｂを気密に覆うようになっている。
【００３７】
　次に、図７を用いて、本実施の形態における電気掃除機の電気回路について、説明する
。
【００３８】
　図７において、６０は、電源コード２５の電源プラグ２５ａが壁のコンセント（図示せ
ず）に差し込まれて、掃除機本体１に通電されたかどうかを検知する通電検知手段で、６
１は、前記通電検知手段６０からの信号を受けて、ギヤＥ５６を回駆動する圧縮駆動モー
タ６２を駆動する駆動回路である。
【００３９】
　６３は、圧縮駆動モータ６２に加わる負荷量を検出する負荷量検出手段で、本実施の形
態では、圧縮駆動モータ６２に流れる電流の増減を検出して圧縮駆動モータ６２に加わる
負荷量を検出するようにしている。
【００４０】
　６４は、使用者によって操作部１１ａより入力された操作情報、例えば、電動送風機２
の自動運転、吸込み具１６に内蔵されたモータ１５の運転などの操作情報に基づき、電動
送風機２、モータ１５を制御、駆動する制御手段である。
【００４１】
　上記のように構成された本実施の形態における電気掃除機の動作、作用は以下の通りで
ある。
【００４２】
　電気掃除機の使用開始に当たり、使用者が、掃除機本体１より電源コード２５を引き出
して、電源プラグ２５ａを室内の壁に設けたコンセントに差すと、通電検知手段６０が、
掃除機本体１に通電されたことを検知し、駆動回路６１に信号が送られ、信号を受けた駆
動回路６１が、ギヤＥ５６を回転駆動する圧縮駆動モータ６２を駆動する。そして、ギヤ
Ｅ５６が回転することによって、圧縮駆動モータ６２の回転動力が、駆動軸５４に取り付
けられたギヤＣ５４ｂと、ギヤＤ５４ｃを介して、ギヤＡ２８ｂ、ラックギヤ４６ａのそ
れぞれに伝達され、圧縮板４４が下降して塵埃を圧縮すると同時に、弾き体２８ａが左右
に往復移動して、二次フィルター４９の山折り部４９ａを弾いて、二次フィルター４９の
裏面に付着した細塵をふるい落とす動作が、あらかじめ設定した時間内で行なわれる。
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【００４３】
　そして、前記圧縮板４４が、粗塵室３１内に堆積された塵埃を圧縮しながら、下降して
いくと、次第に、圧縮駆動モータ６２に加わる負荷量が増加し、それに伴い、圧縮駆動モ
ータ６２に流れる電流が次第に増加し、負荷量検出手段６３が検出する負荷量が所定の負
荷量を超えると、駆動回路６１が、粗塵室３１内の塵埃が十分圧縮されたと判断し、圧縮
駆動モータ６２を逆転させて、圧縮板４４を最初の上死点まで後退させて、停止する。こ
の一連の動作は、あらかじめ設定した回数内で行われる。
【００４４】
　そして、操作部１１ａを操作して、電気掃除機の運転を開始すると、電動送風機２によ
る吸引力が、三次フィルター２４、二次フィルター４９、一次フィルターＡ４２および一
次フィルターＢ４３、粗塵室３１、ホース８、延長管１３を経て吸込み具１６に作用する
。そして、吸込み具１６から吸引された塵埃を含んだ空気が、掃除機本体１の吸気口１０
を通って集塵容器本体２７の吸入口Ａ３０から真っ直ぐ粗塵室３１に入り、一次フィルタ
ーＡ４２及び一次フィルターＢ４３に当たりそこで塵埃が捕集され、堆積していく。一次
フィルターＡ４２および一次フィルターＢ４３を通過した空気に含まれる微細塵は、二次
フィルター４９で捕捉される。
【００４５】
　本実施の形態では、さらに、把手１１に設けた操作部１１ａを操作して、電気掃除機の
運転を停止すると、それを通電検知手段６０が検知して、運転開始時の塵埃の圧縮動作と
二次フィルター４９の弾き体２８ａによる細塵のふるい落とし動作と同じ動作を、あらか
じめ設定した時間内もしくは回数内で行うようにしている。
【００４６】
　次に、集塵容器４内に圧縮されて堆積した粗塵埃及び、二次フィルター４９から振る落
とされた細塵の廃棄について説明する。
【００４７】
　集塵容器４を集塵容器収納部５から取り外す時は、容器ハンドル１９を握って集塵容器
４を上方に持上げるだけで良い。そして、集塵容器４をごみ箱などの上に持っていって、
操作部３６を押すと、連結棒３７が下がって、尾錠３５が外方に移動して、蓋体３３の前
部と尾錠３５との係止が解除され、蓋体３３がコイルバネ３４の付勢力で開成し、粗塵室
３１内の圧縮された塵埃並びに、細塵室３２に堆積した細塵がごみ箱内に落下する。
【００４８】
　以上のように、本実施の形態によれば、圧縮板４４で塵埃を圧縮しているときに、負荷
量検出手段６３が所定の負荷量を検出すると、圧縮板４４を後退させるようにしたので、
集塵容器４内の塵埃の多少にかかわらず常に一定の力で塵埃を圧縮でき、塵埃の圧縮が不
十分になったり、圧縮の際の力が強すぎて、集塵容器４が破損したり変形することも無く
、また、クラッチ機構のような機械的な解除機構を使用していないので、耐久性に優れ且
つ、圧縮時の動作音の低い電気掃除機を提供することができる。
【００４９】
　又、圧縮駆動モータ６２を集塵容器収納部５の一部に設けたので、集塵容器４を軽量、
コンパクトに形成できるようになり、集塵容器４の持ち運び、取り扱いが極めて容易にな
る。
【００５０】
　さらに、二次フィルター４９を除塵する弾き体２８ａを設けたので、適宜二次フィルタ
ー４９の濾過性能を復活させることができる。
【００５１】
　又、圧縮板４４と、弾き体２８ａの両方を一つの圧縮駆動モータ６２で駆動するように
したので、部品点数が削減され、コストや組み立て工数を削減し安価な電気掃除機を提供
することができる。
【００５２】
　又、掃除機本体１への通電開始時に、少なくとも圧縮駆動モータ６２を動作させるよう
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にしたので、掃除機本体１の運転停止中に、膨らんだ塵埃が、運転開始にあたり圧縮され
るので、電動送風機２による吸引力が有効に作用すると共に、集塵容器４内の集塵容積を
有効に活用することができる。
【００５３】
　又、掃除機本体１の運転を停止したときにも、少なくとも圧縮駆動モータ６２を動作さ
せることにより、掃除を終え、集塵容器４内の塵埃を廃棄するとき、運転停止直後に塵埃
が一旦圧縮されているので、塵埃が集塵容器４内に引っ掛かったりすること無く容易に廃
棄することが出来る。
【００５４】
　なお、圧縮板４４や弾き体２８ａを手動でも駆動できるようにしておけば、集塵容器４
内の塵埃を廃棄する際に、塵埃の圧縮が不十分で塵埃が落下し難かったり、二次フィルタ
ー４９に付着した細塵の取れ具合が不十分なとき、手動でそれらを駆動して、確実に塵埃
を廃棄することが出来る。
【００５５】
　また、圧縮板４４や弾き体２８ａの駆動を、圧縮駆動モータ６２と手動による駆動を選
択的に行なえるようにしておけば、さらに使用勝手の良い電気掃除機を提供することが出
来る。
【００５６】
　なお、上記実施の形態では、掃除運転を停止したときにも塵埃を圧縮すると共に、粗塵
室３１の内壁が下方に向かって外広がり状に傾斜しているので、蓋体３３を開けたとき、
圧縮された粗塵埃が、容易に落下するので、手を汚すことがない。
【００５７】
　なお、上記実施の形態では、１個の圧縮駆動モータ６２で、圧縮板４４と、弾き体２８
ａの両方を駆動するようにしたが、圧縮板４４を圧縮駆動モータ６２で駆動し、弾き体２
８ａを、同じく集塵容器収納部５に設けた別な第２の駆動手段（図示せず）で駆動するよ
うにしてもよい。そのようにすれば個々のモータや駆動手段を小型化できると共に、複雑
なリンク構成が不要になり、構成を簡単にすることができる。
【産業上の利用可能性】
【００５８】
　以上のように、本発明にかかる電気掃除機は、常に安定した圧縮力で塵埃を圧縮するこ
とが出来、耐久性に優れ且つ、圧縮時の動作音が低く、使用勝手の良いもので、家庭用、
業務用、店舗用の各種電気掃除機に適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】本発明の実施の形態１における電気掃除機の全体斜視図
【図２】同電気掃除機の側断面図
【図３】同電気掃除機の集塵容器の一部欠載斜視図
【図４】同集塵容器の断面図
【図５】同集塵容器と集塵容器収納部の斜視図
【図６】同集塵容器の裏面斜視図
【図７】同電気掃除機の電気回路図
【符号の説明】
【００６０】
　１　　　掃除機本体
　２　　　電動送風機
　４　　　集塵容器
　５　　　集塵容器収納部
　２７　　集塵容器本体
　２８ａ　弾き体（除塵手段）
　３１　　粗塵室
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　４４　　圧縮板（圧縮手段）
　４９　　二次フィルター（フィルター）
　６２　　圧縮駆動モータ（駆動手段、第２の駆動手段）
　６３　　負荷量検出手段

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】
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